
2011年3月に起きた福島第一原発事故は収束せず、放射能汚染は今も静かに広がっています。

事故から30年近くたったチェルノブイリからは深刻な健康被害が報告されています。

そのほとんどは食べ物からの内部被ばくによるものであると言われています。

70年前までこの世になかった核実験

などによる人工の放射性物質を私たち

は摂取するようになりました。

事故後、放射線量は格段に高くなり、

国が安全という基準値は今までの摂取

量と桁違いです。

今でも39の国/地域で日本の食品を輸入

停止や検査強化しています。2015年8月現在
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